
11/2 付の滝田部会長の打ち合わせ内容に基づいて、案を作成してみました。 
 

『夢プラン若林２１』 

 「震度７でも大丈夫？－来るべき宮城沖地震に備える」 

日時：１２月９日 １０：３０～１１：４５ 
場所：若林区文化センター 
 
内容 
１０：３０～１０：５０ 若林区の地盤はどうなっているの？ 

＊ どのようにして地盤ができたか 
＊ 地盤の性質と地震に強いか弱いか 
＊ 地盤の変身 
＊ 予想される震度について 

１０：５０～１１：１０ かつての地震ではどんな被害があったの？ 
＊ どんな被害がどこにあったのか 
＊ 今度はどんな被害が予想されるか 

１１：１０～１１：３０ どんなことに注意すればいいの？ 
＊ 知っておくとよいこと 
＊ 発生したらどうする 
＊ 上手な身のかわし方 

１１：３０～１１：４５ 質問してください。こんなこと知りたい！ 
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 ３．どんなことに注意すればいいの 

災害はなくせない！災害という相手を知ること   
＊地震でも竜巻でも台風でも、災害には原因があります。  
それが、いろいろなところに変化をもらします。 

＊変化がなければ、あるいは受け手が強かったり、うまくなだめることができれば災害に

ならないか軽いものですみます。 
＊災害は、いのち、財産、社会の仕組み、道路などのインフラを破壊します。 
＊最近では、心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）という精神的な病気が、被害者だけで

なくボランテイアにまで及んできています。 
＊災害にたいしては、災害の大きさや被害の内容によって、がまん（無視）、あきらめ、過

剰反応（パニック）、投資による被害の抑制 などの考え方があります。 
＊災害があると、衝撃を受けて、緊急対応に無我夢中で恐怖や不安を意識できない状態か

ら、虚脱状態へと移行して、本来の人間行動に目覚めて、救援や支援、生活プランを考

えられる時期を迎えます。そして、抑圧から解放されて、安堵感、生還の喜び、さらに

隣人や知人との運命共同体的意識が覚醒して独特の社会規範が形成されます。 
＊ところが、しばらくすると、身体的活動性が小さくなるとともに心的活動性が大きくな

って、恐怖反応、心的精神的障害とか無力感が芽生えてきます。 
＊災害は物を壊すだけでなく、心までも壊すものである  

防災に対して、知っておくことがいくつかある   

＊災害は、たゆまず進化している。高コスト、自然作用と人為作用による複合化が進行していま

す。 

＊投資に見合った効果が期待できるかどうかわからない。減災効果がよめない。 

＊防災は、被害総額を減らすことが目的ではなく、人命損傷の軽減と考える。   

＊災害を軽く見てはいけない、打ち勝とうとしても無理である。 

＊横綱に真正面から当たっても勝ちみなし、かわす作戦が功を奏す。 

その作戦とは 

① 住宅の耐震性を高める。 

＊家屋自体の耐震診断と耐震補強 

＊部屋を地震対応にする 

② 避難行動に知恵を出す。 



＊危険なものはなに？ 危険から遠ざかること。 

＊どこにいるのか？ どこに逃げるのか？ 

＊避難のファッション 

＊日ごろのシミユレーションが活きます 

不安と危機感を持とう 

＊過度はダメ、有効に利用する 

＊被災体験を活かす 

＊学習することで心理的機能の活用を図る 

＊災害への耐性と免疫性をもたらす（ただし、誤判断や軽視に注意） 

＊町の単位で、災害文化を作る 

 社会の暗黙の規範、行動やものの考え方を知ることで、災害への適応能力を醸成する 

＊防災計画の作成、避難箇所ではなく、どう行動するのかに対する計画の立案 

＊防災技術の練磨、町内資源（人的、物的）の確認と活用 

＊災害時を予想しての訓練、反省、フィードバック、ＰＤＣＡ 

どんな人が生きのびるのか 

① 年齢でいえば、若い人 

＊被害の程度が少ない 

＊精神生活への影響は大きいが、打ち勝つ能力も大、反発力に期待 

② お金持ちが有利 

③ 沈着で冷静な判断が生存率をアップさせる 

④ 素早い判断で、タイムリーな意思決定と行動力 

⑤ 生存への意思が命を救う、あきらめない 

              ↓ 

災害を知り、適度な不安と危機感を持って、助

けるためにがんばろう。 
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